
　昨年度の卒業生を担当した３年間は、生徒に学習時間を有効活用させ、自律的な学びを支援す
ることに重点を置いてきました。２年次、３年次には小テストや課題を大幅に減らし、取り組むべ
き学習を生徒が自分で考え、選択できるよう、多様な内容・レベルの教材を用意しました。生徒
は主体的に学習に取り組み、2025年度大学入学共通テストでは、「英語」のリーディングとリス
ニングの平均点がともに80点を超えました。25年度の1年次は、これまで通り大学入試での得
点力の向上を目指しつつ、英語活用力を高めるアウトプット活動、中でもスピーキングを一層重
視して授業を展開しています。

英
語

福岡県立筑紫丘高校

徳永拓也　とくなが・たくや

同校に赴任して6年目。キャリア教育課課長。
英語科。

◎設立　1927（昭和２）年　◎形態　全日制／普通科、理
数科／共学　◎生徒数　1学年約 440人　
◎2024年度卒業生進路実績　国公立大は、北海道大、
東京科学大、東京大、一橋大、名古屋大、京都大、大阪大、
神戸大、広島大、九州大などに232人が合格。私立大は、
慶應義塾大、上智大、東京理科大、早稲田大、同志社大
などに延べ570人が合格。

学
校
概
要

「
単
元
を
貫
く
問
い
」を
核
と
し
た

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
と
自
己
調
整
学
習
で
、

主
体
的
な
学
び
の
実
現
を
目
指
す

主体的・
対話的で
深い学び

発問・課題設定をキーに見る

授 業 実 践
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本
時
の
概
要

授業の冒頭は、５分間の単語テストの後、5 分間のトリオディス
カッション（＊）に取り組んだ。単元を貫く問い「国は地球上の
喫緊の課題（貧困、気候変動など）よりも宇宙開発を優先すべ
きか？」について、生徒は賛成・反対の立場から相互に質問を
投げかけ、多角的に思考を深めていった。

授業の後半は、生徒が自分に必要だと判断した学習に取り組む
10 分間の自己調整学習「セルフスタディータイム」を実施。リ
スニング、シャドーイング、単語テストの見直し、あるいは単元
を貫く問いに関する追加の情報収集など、多様な活動が見られた。

説明の時間を効率化するためにプロジェクターを 2 台使用。1
台には教科書に掲載されている重要単語・表現を、もう 1 台に
は徳永先生の解説を表示した。説明の合間に生徒は解説された
英語表現を使うペア活動に何度も取り組んだ。その後、事前課
題のプリントの問題の答え合わせもペアで行った。

ペアになり、本時の内容について１人の生徒が要約を、もう１人の
生徒が自分の考えを、それぞれ相手に説明した。その後、ワークシー
トに自分が話した内容と授業の振り返りを記入し、提出して授業は
終了した。

本時のキー課題

本時のキー課題

授業リポート

単語テストとディスカッション1

セルフスタディータイム3

教科書の重要事項の理解2

サマリー&オピニオン4

［対象］１年生　［教科・科目］外国語・英語コミュニケーションⅠ
［単元］Chapter 7 Human Habitation on Mars
［単元目標］宇宙開発の意義について考え、その是非を表現できる。
［授業時数］全 5 時間のうちの 3 時間目
［本時の目標］火星に住むことの可否について書かれた文章を読み、
その内容をまとめたり、自分の意見を述べたりすることができる。

10分間

20分間

ウェブサイト では、
授業のダイジェストを動画で紹介！

単元の指導計画は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』でご覧い
ただけます。https://view-next.benesse.jp/view/cat/bkn-hs/　
または右の２次元コードからアクセスしてください。

DOWN
L O A D

10分間

＊　上山晋平先生（福山市立福山中・高等学校）が考案した、基本は 3 人１組で 3 分間行う英語のディスカッション活動。

10分間

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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生
徒
は
本
単
元
を
通
し
て
、「
国
は
地

球
上
の
喫
緊
の
課
題
（
貧
困
、
気
候
変
動

な
ど
）
よ
り
も
宇
宙
開
発
を
優
先
す
べ
き

か
？
」
と
い
う
根
源
的
な
問
い
と
向
き
合

い
ま
す
。
そ
の
過
程
の
本
時
は
、「
火
星

に
住
む
こ
と
は
実
現
可
能
な
の
か
」
に
つ

い
て
、
生
徒
は
議
論
し
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
に
、
す
べ
て
の
単
元
で
、
そ
の
単
元
を

貫
く
問
い
を
１
つ
設
定
し
、各
授
業
で
は
、

そ
の
問
い
に
つ
い
て
多
角
的
に
考
え
ら
れ

る
よ
う
、
様
々
な
視
点
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
う
と
と
も
に
、
文
法
や
表
現

の
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
ト
リ
オ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ペ
ア

ワ
ー
ク
、
サ
マ
リ
ー
＆
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
、

様
々
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
を
行
い
ま
す

が
、
ど
れ
も
「
単
元
を
貫
く
問
い
」
に
関

連
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
10
分
間
の

自
己
調
整
学
習
に
お
い
て
も
、
問
い
に
対

す
る
現
時
点
の
自
身
の
理
解
度
と
課
題
に

応
じ
て
、
取
り
組
む
べ
き
最
適
な
学
習
内

容
が
何
か
を
生
徒
は
考
え
、
選
択
し
、
そ

　
25
年
度
は
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
を
丁
寧

に
見
取
る
た
め
に
、「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ
（
３
単
位
）」
の
う
ち
1
時
間

を
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

に
し
、
私
は
補
佐
的
な
立
場
で
授
業
に

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
発
表
や
ペ
ア
・
グ

ル
ー
プ
で
の
や
り
取
り
に
お
け
る
生
徒
の

様
子
・
姿
勢
を
観
察
し
、
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
た
場
合
は
加
点
方
式
で
「
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
に

反
映
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
力

を
借
り
な
が
ら
、
英
語
で
話
そ
う
と
す
る

生
徒
の
頑
張
り
や
流
ち
ょ
う
さ
な
ど
の
成

長
を
丁
寧
に
見
取
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
授
業
改
善
の
材
料
と
な
る
の
が
、
授
業

後
と
定
期
考
査
後
な
ど
の
節
目
に
実
施
す

る
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
（
図
）。
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
活
動
に
対
し
て
前
向
き
に
参
加

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
は
も
ち
ろ
ん
、
２

台
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
私
の
説

明
が
、
難
関
大
学
志
望
者
が
多
い
本
校
の

れ
に
取
り
組
み
ま
す
。
自
分
の
課
題
と
自

分
に
必
要
な
学
び
を
考
え
、
選
択
・
実
行

で
き
る
力
を
生
徒
に
育
む
こ
と
は
、
英
語

の
力
を
育
成
す
る
こ
と
と
並
ん
で
、
授
業

全
体
を
通
じ
た
大
き
な
目
標
で
す
。

　
自
分
に
必
要
な
学
び
を
考
え
、
選
択
で

き
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
私

の
思
い
は
、
特
に
年
度
当
初
、
自
分
自
身

の
高
校
生
時
代
の
経
験
や
後
悔
も
交
え
な

が
ら
、
繰
り
返
し
生
徒
に
伝
え
ま
し
た
。

課
題
や
予
習
、
小
テ
ス
ト
な
ど
を
大
幅

に
減
ら
し
て
も
生
徒
の
学
習
時
間
は
減
ら

ず
、
模
擬
試
験
な
ど
の
成
績
も
下
が
ら
な

か
っ
た
の
は
、
生
徒
が
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
ん
だ
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か

も
確
認
し
て
い
ま
す
。「
教
科
書
で
出
て

き
た
慣
用
表
現
を
使
っ
て
英
文
を
作
る
時

間
を
設
け
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
生
徒
は
い

ろ
い
ろ
な
要
望
を
出
し
て
く
れ
る
た
め
、

授
業
改
善
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
24
年
度
の
3
年
生
が
卒
業
す
る
際
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
課
題
や
小

テ
ス
ト
が
少
な
く
て
も
学
力
が
伸
び
た
」

と
答
え
た
生
徒
が
多
く
、
授
業
満
足
度
も

１
０
０
点
満
点
で
平
均
97
点
だ
っ
た
こ
と

が
、
今
の
自
分
の
指
導
の
自
信
に
な
っ
て

い
ま
す
。

毎回の授業で、学習内容の要約、自分の意見、授業の振り返り
を書く。１コマの学習活動のすべてがこの時間につながっていく。

授業改善

左側のスクリーンで関連語を
繰り返し提示するようにした

表現活動の時間を増やした

説明は前半に多めに配置する
など、話す速度や構成を意識
して調整した

このほか、「黒板の特定の色が見づらい」「スクリーンの文字サイズが小さい」
といった教師が気づきにくい指摘についても、徳永先生は生徒のニーズに合
わせて授業を改善した。

生徒の声を踏まえた授業改善の例図

※学校資料を基に編集部で作成。 

生徒の声

「同義語・対義語をもっと紹介して
ほしい」

「話す活動（音読の時間）を増やし
てほしい」「英語コミュニケーショ
ンなのに会話の時間が少ない」

「終盤に詰め込みがちなので改善し
てほしい」「早口で聞き取りづらい
時がある」

発
問・
課
題
設
定
の
観
点

英
語
の
力
と
、

自
分
で
学
び
を
選
択
す
る
力

の
両
方
を
育
み
た
い

学
習
評
価
の
工
夫

授
業
に
対
す
る

生
徒
の
思
い
に
耳
を
傾
け
、

授
業
を
改
善
し
て
い
く
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過
去
3
年
間
は
、
模
擬
試
験
や
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
の
結
果
な
ど
に
重
き
を
置

い
て
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

か
ら
は
そ
れ
に
加
え
て
、
日
々
の
授
業
に

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
活
動
や
自
己
調
整
学
習
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ア
や

グ
ル
ー
プ
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
サ

マ
リ
ー
＆
オ
ピ
ニ
オ
ン
な
ど
、
発
話
の
機

会
を
授
業
に
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま
す

が
、
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
限

り
、
生
徒
た
ち
の
反
応
は
非
常
に
良
好
で

す
。
発
信
す
る
た
め
に
知
識
を
整
理
し
、

他
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
新
た
な
表
現
に

触
れ
る
中
で
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
過
程
で

イ
ン
プ
ッ
ト
も
同
時
に
深
化
・
拡
充
で
き

る
と
い
う
手
応
え
を
生
徒
が
感
じ
取
っ
て

い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
課
題
や
小
テ
ス
ト
を
減
ら
し
て
も
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
を
充
実
さ
せ
て
も
、
前

向
き
に
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
は
、
大
学

入
試
で
も
成
果
を
収
め
る
は
ず
で
す
。

　「日々の学習のやらされ感をできる限り払拭し、生

徒を主体的な学習者へと育てていくことが不可欠だ」。

教師としてのキャリアを重ねる中でそんな思いが強く

なっていた私は、23年度から参加している「若手教師・

教育創造MTG＊」の中で、自己調整学習に取り組む

全国の先生方の実践に出合いました。果敢に授業改善

に取り組む仲間から刺激を受けたこともあって、私自

身、24年度から授業の一部で生徒が、自分が取り組

む学習を自分で選択する時間を設けています。

　やらされ感のある学習から脱却するために必要なの

は、生徒の「納得」と「選択」です。自分が学習すべ

きことを自分で考えることが、これからの社会を生き

る上で重要だと生徒が納得し、自分に合った学習を自

分で選択することを私たち教師が認め、支援すること

が大切です。また、生徒自身が3年間の英語学習を見

通すことも不可欠です。どの時期に何をするのか、ど

んな状態を目指すのかというロードマップを生徒が意

識して行動することが、毎時間の自己調整学習の充実

を始めとする主体的な学びの実現には欠かせません。

　私は生徒に「２年生で英語の完成を目指そう」とい

つも話しています。英語は上の学年に進級することを

待たずに早期に習得できる教科であり、3年次に英語

以外の教科に時間をかけることができれば、難関大学

の合格の可能性が高まると生徒に伝えています。また、

「英語を完成させたら、3年次に全力で運動会のリー

ダーを務め、高校生活を満喫しよう」などと、高校生

活の充実につながる声かけもしています。そして、各

学年で何ができるようになることを目指すのか、その

ために何を行うべきかを話しています。

　1年次は、語彙、文法、リスニング、英文解釈など、

基礎的なインプットを重視しなければなりません。同

時に、学習の進め方や習慣といった「学び方」そのも

のを指導することも求められます。その中にあっても

私は、アウトプット活動の時間を充実させたいと考

え、その手段として、短時間で継続的に実施しやすい

「トリオディスカッション」や「サマリー＆オピニオ

ン」を導入しました。そのような授業中の活動の意味

も、ロードマップを踏まえて生徒に丁寧に説明するこ

とで、生徒の学びが主体的になっていきます。生徒に

は私の意図が概ね伝わっているようで、「授業を通し

て英語の力がついている実感がある」「意味のある学

習ができている」などと話してくれています。

■徳永先生の3年間の英語指導のロードマップのイメージ

1年次
語彙力を徹底的に伸ばす。高校
英文法の基礎の完成。１文単位
の英文解釈（SVOCM）の理解。
英検2級に挑戦。

２年次
英語の完成を目指し、『鉄壁』（鉄
緑会）などを使って英語力を飛
躍させる。英検準1級に挑戦。

３年次
長文読解、自由英作文を中心と
する演習に取り組み、2年次ま
でに身につけた英語力を定着・
発展させる。数学、地理歴史・
公民、理科の学習に時間を割く。

主体的・対話的で深い学び 授 業 実 践

成
果
と
展
望

イ
ン
プ
ッ
ト
量
を

確
保
し
つ
つ
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い

３年間を見通した指導計画で主体的な学びを実現

＊　全国から集った若手教師が自身の教育活動について報告したり、様々な教育課題について語り合ったりしているオンライン・コミュニティー。同コミュ
ニティーの取り組みの詳細は、本誌 2025 年４月号 P.18 〜 21で紹介。

管
理
職

教
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担
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進
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